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宮崎県における肉用牛の繁殖率向上に関する調査研究

第 5報 血清 トランス フェ リン型 と受胎率 の関係
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StudiesontheReproductiveFailureofJapaneseBlack

BeefCattleinMiyazaki

V. Transferrintypesandtheirrelationshipwithfertility

KazuoKUMAZAKI,HiroshiHARADA,KatsumiHAMANA
andKazumiHASHIDA

(1976年5月15日受理)

緒 言

牛の血清 トランスフェリン型 (Tf型)は,でんぷんゲル電気泳動によって分離 される血清たんぱ

く帯の易動度の唄にしたがって,TfA,Tfl).,TfD2およびTfl弓と名づけられる4つの共優性対立遺伝

子によって支配されている1,2). これらの対立遺伝子の出現頻度は牛の品種によって異なり,品種の

起原や集団の構造などを知るうえできわめて有益である. 一方,Tf型と受胎率3-6)あるいは乳量7,8)

との関係についてはいくつかの報告がなされている. もし血清 Tf型 とこれ らの経折形質との間にな

んらかの関係が兄いだされれば家畜の育種上きわめて有効となる.

ききに熊崎 ら3)は九州各地域で飼育されている和牛の血清 Tf型 と受胎率 との関係について注目す

べき報告を発表しているが,今回宮崎県内における肉用牛の繁殖障害多発の事態に接し,1974年春か

らすすめられている県内肉用牛の繁殖率向上に関する調査研究の一部として,西白杵郡において飼育

されている繁殖障害雌牛について血清 Tf型を調べたので,その結果を報菖する.

材 料 お よ び 方 法

1.供 試 血 清

宮崎県西臼杵郡高千穂町および五ヶ瀬町で飼育されている黒毛和種繁殖雌牛のうち,繁殖障害と診

断された30頭か ら採血 し,遠心分離 してその血清を用いた.

2.血清 Tf型の判定

血清 Tf型の判定は,Poulik9) の不連続緩衝系による水平式でんぷんゲル電気泳動法によった.

また,緩衝液の条件,ゲルの作製,泳動条件,染色および判定法の詳細は熊崎 ら10)の報告に示したと

おりである.

なお,本供試牛に対して交配され,かつ受胎しなかった種雄牛 4頭については,すでに本研究室に

おいて検査している全国種雄牛血清 Tf型記録より,その Tf型を用いた.

*家畜育種学研究室 **家畜内科学研究室
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結 果 お よ び 考 察

1. 繁殖障害牛の症例

本試験において Tf型検査のため採血を行っ

た繁殖障害雌牛30頭の障害例は表 1に示すと

おりである.

30頭の内最 も多いのは子宮内膜炎と リピー

トブリ-ダーであり,つづいて卵巣嚢陸であっ

た.

2.繁殖障害雌牛に対する種雄牛の交配状況

本試験での繁殖障害雌牛のうち20頭に対し

ては,繁殖障害が確認される以前に,それぞれ

4頭の黒毛和種種雄牛が交配されているが, い

ずれも受胎しなかった.

これらの種雄牛名号および交配状況について

は表2に示すとおりである.

3.血清 Tf型の分布
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表 1 繋 殖 障 害 牛 の 症 例
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表 2 供用種雄牛,交配雌牛頭数および交配数

種雄牛名号 産地 章票 叢 ､交 配 数

調査牛30頭から確認された血清 Tf塾は,

TfAA,TfDIDl,TfD2D2,TfADl,TfAD2および TfDID2の6つであり,TfE遺伝子は確認されな

かった.これらの遺伝子型分布および遺伝子頻度については表 3に示すとおりである.

表 3 繋殖障害雌牛のTf遺伝子型分布および遺伝子頻度

頭数
Tf 遺 伝 子 型 分 布 Tf遺伝子頻度

AA DIDI D2D℡ ADI AD 2 DID2 TfA TfDI TfD2

観 察 値 30 6 2 2 5 8 7
期 待 値 30 5.2 2.1 3.0 6.7 7.9 5.1 0.417 0.266 0,317

X2-1.601,df-3,0.50<p<0.75

これによると Tf遺伝子型の観察値と期待値はよく一致していた (x2-1.601, 自由度3,0.50<

P<0.75).Tf遺伝子頻度については,TfA 遺伝子の出現頻度が最 も高 く, つづいて TfD2,TfDl遺

伝子の噸となっていた.熊崎 ら11)が本邦における黒毛和種種雄牛 952頭の Tf遺伝子頻度を調べた報

告で,TfA-0.332,TfD1-0.265,TfD2-0.378としており,本調査での繁殖障害牛の Tf遺伝子頻

度は,これらに比較して TfDl遺伝子は よく一致しているが,TfA 遺伝子は高 く, また TfD2遺伝子

は低かった.

なお,本調査牛に交配 された種雄牛,第 1上野,初栄,勘波および前谷の4頭の血清型はそれぞれ

TfAA,TfADl,TfDID2および TfDIDlであった.

4. 繁殖障害牛の Tfホモ型とTfヘテロ型の割合

繁殖障害雌牛のうち,臨床検査において生殖器官にとくに異常が認められないにもかかわらず,敬

回の交配にも受胎しない ])ピー トブリーダーとされる牛がかなり含まれていた.

この原因については種々考えられるが,その1つとして,子宮内における胎芽の早期死滅12)が考え
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られる.Ashtonら13)は,このことについて子宮内における Tf型間の不適合性を報告している.そ

こで血清 Tf型 とリピー トブリーダーとの間になんらかの関係があるか否かについて検討してみた.

繁殖障害雌牛の Tfホモ型 とTfへテロ型をもつ牛を比較した結果は表4に示すとおりである.

その結果,障害牛全体においてもリピー トブリ-ダーにおいてもTfへテロ型 (全体 :67.70/0, .)

ピー トブリーダー71,40/a)のものがTfホモ型

(33.30/0,28.60/a)のものに比較してきわめて

高い割合を示した.これに関連して,Ashton4)

および阿部 ら6)は,乳牛について Tfホモ型の

雌牛が Tfへテロ型のものより受胎率がすぐれ

ているとしているが,熊崎 ら3)は両者に差異は

認められないとしている.また熊崎 ら11)が全国

黒毛和種種雄牛について,Tfホモ型およびTf
へテロ型がそれぞれ350/oおよび650/oであると

しており,本調査による繁殖障害牛の場合とよ

く一致した割合であることか ら, Tfへテロ型

とTfホモ型の間では,繁殖障害に関して差異

はないものと思われた.

5.Tf型交配組み合わせによる受胎性

表 4 繋殖障害牛のTfホモ型とTfへテロ型
間の比較
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表 5 Tf型交配組み合わせと不受胎交配数

の関係
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本調査牛を, Tf型交配組み合わせにしたが

って,同種ホモ型間,異種ホモ型間,ホモ型×ヘテロ型間,ヘテロ型×ヘテロ型間の4つに分類し,

障害牛全体とリピー トブリーダーについて,不受胎交配数およびその割合を表 5に示した.

これによると, 障害 牛全体においても リピー トブリーダー においても,ホモ型×ヘテロ型間 (全

体 :48.00/0, リピー トブリーダー :33.30/a)およびへテロ型×ヘテロ型間 (40.00/0,44.50/a)が,

同種ホモ型間 (4･Oo/0,ll.10,/a)および異種ホモ型間 (8.00/0,ll.10/a)に比較してかなり高い割合

であった.しかしながら,それぞれの組み合わせにおいて例数がきわめて少なく, また,熊崎ら3)は,

Tf型の組み合わせは受胎率に影響しなかったと報告していることなどからさらに検討を要するもの

と思われた.

要 約

宮崎県内の肉用牛の繁殖率向上に関する調査研究の一部として, 黒毛和種繁殖障害雌牛 30東の血

清 Tf型を水平式でんぷんゲル電気泳動法によって判定し,Tf型の分布ならびに Tf遺伝子頻度を

調べ Tf型と繁殖障害との関係について検討を行った.

1. 繁殖障害雌牛の血清 Tf遺伝子頻度は,TfA-0,417,TfD1-0.266,TfD2-0.317であった.ま

た Tf遺伝子型の分布は期待値とよく一致していた.

2. 繁殖障害雌牛におけるTfホモ型とTfへテロ型の割合にはかたよりは認められなかった.

3. Tf型交配組み合わせについては,ヘテロ型を含む交配がホモ型間の交配に比較して, 繁殖障

害牛の割合が高かった.

しかしながら本調査に用いられた例数はきわめて少なく,この種の検討にはさらに多くの例数で分

析を行う必要があろうと考えられた.
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なお本研究は昭和49年度文部省科学研究費 (試験-2)によって実施したものである.
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Summary

Theserum samplesobtainedfrom 30JapaneseBlackcowswithreproductivefailure
wereinvestigatedastothedistributionsoftransferrintypesandthefrequenciesofTf
allelesbymeansofhorizontalstarchgelelectrophoresis,andexaminedabouttherelation-
shipbetweenTftypeandfertility. Theresultswereasfollows.

1) ThegenefrequenciesofTfA,TfDlandTfD2alleleswere0.417,0.266and0,317,

respectively. Theobservedandexpecteddistributionsfordifferenttransferrintypewere
incloseagreement.

2) NosignificantdifferencewasfoundbetweentheproportionofTfhomozygousand
heterozygouscowswithreproductivefailure.

3) TherateofreproductivefailurebythematingwithTfheterozygouscowsand
bullsvashigherthanthatbythematingbetweenTfhomozygouscovsandbul18.

HowevermoredatawerenecessarytosuggestaboutthecloserelationbetweenTftype
andfertility.


